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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

家族支援

・連絡帳で家庭の様子や事業所での様子を共有します。
・送迎時に保護者と話をし、様子を共有します。
・電話や面談にて相談を受け、助言や提案をします。
・定期的に面談を実施し、様子や支援内容を共有します。

移行支援

・通学している学校と連携し、様子や支援方法の共有をします。
・卒業後の進路先と話をし、情報提供をします。
・18歳になってデイサービスを卒業後に必要なスキル等を身に着けられる
よう支援を考えます。
・卒業後の進路について情報を提供します。

支　援　内　容

・食事、排泄など基本的生活スキルなど一人ではまだ難しいことの手伝いをします。またそのスキル獲得のために支援をします。
・スケジュールで予定を提示し、視覚的に予定を理解して過ごせるようにします。また、タイマーや時計などを活用して時間の区切りや見通しを示し、見通しを持って過ごせるように方
法を支援します。

・遊びの中で体を動かし、体の感覚や使い方などを身に着けられるようにします。トランポリン、バランスボールなどを使用して体を動かしたり、職員と一緒に体を使って遊んだりしま
す。
・2階への階段の上り下りなどを活用して身体機能の維持をします。
・散歩や公園などで体を動かします。
・感覚過敏に対して、イヤーマフなど感覚刺激を防ぐものを使用したり、個室で過ごしたりして感覚刺激を減らして安心して過ごせるようにします。
・好きな感覚遊びをして感覚刺激を取り入れて、落ち着いて過ごせるようにしています。

本
人
支
援

・周囲の状況を理解できるように、外部の情報を受け取りやすく、視覚的に提示するなどわかりやすく伝えます。例：スケジュール、視覚的なタイマー、送迎やタブレットの順番を顔写
真で示す、外出のルールなどを視覚的に提示するなど。
・認知の偏りがあることで困難が生じている場合は、話をするなどして適切な方向へ考えられるようにしていきます。
・社会的に受け入れられにくいこだわりに対しては別のことに変えられるように支援していきます。
・コミュニケーションの支援をして気持ちを伝えられるようにすること、余暇を充実させて楽しく安心に過ごせることで行動障害の予防に繋げていきます。

・言葉の発達を促しながら、絵や写真、文字などの言葉以外のものも活用してコミュニケーションをとれるようにしていきます。欲しい物をカードから選んで要求できるようにしていま
す。
・人に伝えようとする気持ち、人とやりとりをすることが楽しいと思う気持ちを育てていきます。
・必要に応じて、読み書きなどの能力が向上できるようにサポートします。

・遊びや好きなことを通して、他者と信頼関係を築き、人との関わりを楽しいと思えるように関わっています。
・自己理解を深め、自己選択をできるように支援します。
・気持ちに共感して感情を理解できるように関わり、感情を発散できる方法を考え、感情のコントロールができるように支援をします。

支援方針

・特性を理解し、特性に合わせて環境を整えること、視覚支援など必要なツールを使用したり工夫をしたりすることで周りのことを伝えていきます。
・肯定的な関わりを心がけます。
・その子自身や特性はそのままに、行動を変えること、必要なスキルを身に着けることで、社会で過ごしやすい行動が取れるように支援します。
・将来安心して落ち着いて過ごせるように、コミュニケーションや社会性、余暇を身に着けることを重点的に支援します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
私たちは、ポポロの会が公益法人であることを常に認識し、地域社会の多種多様な社会福祉に関するニーズを受け止め、解決する努力をすることにより、福祉的支援を必要とするが、そ
れぞれの個性を光り輝かせ、地域の中で当たり前の生活を営むことができる社会の実現を目指します。

事業所名 タクト（放課後等デイサービス） 作成日支援プログラム



主な行事等

・クッキング、おやつ作り
・買い物学習
・いちご狩り
・芋掘り
・外食
※変化が苦手なお子さんも多いため、イベントは最低限にしています。

地域支援・地域連携

・相談支援事業所と連携をして、支援を考えます。
・他のデイサービスと様子や支援方法を共有します。必要に応じてカンファレ
ンスを実施します。
・子育て支援センターほっぷなどの行政とも必要に応じて連携をします。

職員の質の向上

・毎日のミーティング、定期的なカンファレンスを実施しています。利用
児童の対応や支援方法を話し合い、常に支援の質を高められるようにして
います。
・内部研修を開催したり、外部研修に参加できるようにし、職員の学ぶ機
会を設けています。


